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科目番号 59008 分類 特別研究 履修者 看護学研究科博士課程 学年 

科
目
名 

特別研究 

（ Special Thesis ） 

1～3 

配当ｾﾒｽﾀｰ 

通年 

担
当
者 

○草間 朋子・今井 秀樹・酒井 一夫・松山 友子 

中島美津子・小野 孝二・竹内 朋子・橋本 美幸 

朝澤 恭子・田中 留伊

区 

分 

必修 
単 

位 

8 
時
間
数 

240 

授業の概要および目標 学位授与の方針との関連

【概要】 

専門領域の教員による講義で得た知識や、病院・フィールド等での実践の経験などを踏まえ、国

内外の文献を検討して構築した仮説を科学的に探究する。仮説を明確化するプロセス、研究計画

の作成、倫理的問題への配慮および論文作成を系統的に指導する。 

（１  草間 朋子）看護職の役割分担に関連した課題を抽出し、研究指導を行う。 

放射線保健、放射線看護に関連した課題を抽出し、研究指導を行う。 

災害看護に関連した課題を抽出し、研究指導を行う。 

（２  今井 秀樹）ヒトの健康に影響を与える環境因子に注目し、生態学的・疫学的手法を用

いて実際のヒト集団における影響の規模・深刻さについて科学的に解明できる手法・研究態

度を指導する。 

（３  酒井 一夫）放射線リスク評価、放射線のリスクコミュニケーションに関する課題つい

て、研究指導を行う。 

（４  松山 友子）看護理論、看護技術に関連した課題を抽出し、研究指導を行う。 

（５  中島美津子）小児看護学に関連した課題を抽出し、研究指導を行う。 

（６  小野 孝二）医療放射線による患者被ばくの実態と被ばく管理のあり方について、研究

指導を行う。 

（７  竹内 朋子）治し支える医療における看護職の役割モデルに関する課題について研究指

導を行う。 

（８  橋本 美幸）助産学に関連した課題を抽出し、研究指導を行う。 

（９  朝澤 恭子）母性看護の視点からの課題を抽出し、研究指導を行う。 

（10 田中 留伊）疫学調査を通して、地域における精神関連疾患の課題について指導する。 

○
１．看護学の継承・発展を担

うための研究能力 

○
２．人間の発達段階に応じた

看護学に関する研究能力 

３．地域社会の保健ニーズに

即した実践的研究教育能力 

○
４．臨床現場で「つかえる」

エビデンスを「つくり」「つ

たえる」ことができる能力 

５．臨床現場との連携を図り

ながら看護基礎教育を担う

事ができる能力 

６．実践を行いながら学部学

生の臨地実習を指導できる

能力 

授 業 計 画 

回 内 容 担当教員 

第１～１５回 

第１６～３０回 

第３１～１００回 

第１０１～１２０回 

研究課題の選択 

関連領域に関する文献検討・研究課題の明確化 

研究計画の立案・倫理審査 

研究の実施 

論文作成・研究発表 

全教員 

事前・事後 
学習 

事前：自ら取り組み、研究課題を明確（言語化）にできるよう、文献サーベイを行う。 
事後：研修成果を学術誌等に投稿するための準備を行う。 
単位と時間数に応じた学習時間（学生便覧参照）を参考に取り組むこと。 

評価の方法 研究を指導する教員が、思考能力・研究実施能力・論文作成能力等を評価する。 
論文審査委員会（外部委員を含む）において評価する。 
フィードバックは適宜行う。 

参考図書 
・資料等 

備 考 オフィスアワーについては、学生便覧を参照し、教員と日程調整をする。 
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